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適正な技術選択に関する包括的フレームワー
クを活用した、持続可能な社会形成の促進

日本による途上国への気候変動適応策支援
のための提言・普及啓発～特にジェン
ダー・LNOB配慮の視点から～

 インドネシア、フィリピン、東京都

 日本全域

活動地域

活動地域

国際フォーラム参加者 326 人

大学での講義受講学生 370 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 30 ％

提言インプット回数 10 回
メディア掲載/寄稿/
会合招聘 23 回

今年度計画の達成度 92 ％

目標達成度 27 ％

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
● 包括的フレームワークに6団体と4人の個人が賛同
（累計23団体、個人48人）
● フレームワークに関する講義が3校の大学で実施さ
れ、計370人が受講
● フレームワークから派生した「脱炭素社会構築のた
めの適正な技術選択に関する提言」に141人が賛同
● 公開の国内セミナー・フォーラムを計3回開催、平均

39.3人参加
● 適正な技術選択の事例を5件収集
● 国際フォーラムを、インドネシアとフィリピンでオン
ライン開催し、各53人、273人が参加
● 国際会議における、フレームワーク関連の発表を2回
実施

活動内容と成果
気候変動適応計画改定のパブリックコメントで当初案
に対する改善意見6点を提出し、反映された。
●目標に「国内外の脆弱性の高い集団や地域への配慮」
　が明記
●基本戦略①に「ジェンダー平等や脆弱性の高い集団
　や地域にも配慮した意志決定・合意形成プロセスの
　充実を図りつつ」との文言加筆
●基本戦略⑥に途上国支援において「脆弱性の高い集
　団や地域への配慮」と「適応分野の支援促進」が明記　　
　等
また、他団体と共同発表した「気候変動対策・施策にお
けるジェンダー平等の推進を求める声明」にも多くの
賛同をいただけた。

課　題
持続可能な開発のための適正な技術選択に関する包
括的フレームワークを、国際的・セクター横断的な
対話と協力を促しつつ、社会に浸透させ、当該選択を
促進する。

目　標
上記包括的フレームワークを周知して賛同を集め、
事例を収集して公開し、適正な技術選択をする企業
や団体を増やして、国際的ネットワークを形成する。

課　題
気候変動の悪影響は新型コロナウイルス禍で増加する
脆弱な立場におかれる人 （々例えば貧困に苦しむ女性
等）の方が受けやすく、そうした人々を取り残さないた
めの適応策が必要。

目　標
日本の途上国適応策支援や多国間開発銀行との適応策に
おける連携にLNOB（誰一人取り残さない）・ジェンダー
視点が反映され、プロジェクト形成等にいかされる。
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包括的フレームワークは、協力団体などにより、適正な技術選択の促進が図られて
いく見込み。また、有志により、適正な技術選択と親和性の高い経済システムの先
駆となる事業体の立ち上げが図られる予定である。

2022～23年度にかけ日本で開催されるG7等の国際会議の機会を活用し、政策提
言・普及啓発活動をスケールアップさせる。その際には、様々なNGOと連携して
ステークホルダーとの対話・提言インプットを行う。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
包括的フレームワークの新規個人の
賛同者数が思うように増えなかっ
た。しかし、新規団体賛同数は目標
を上回った。

■工夫した点
脱炭素提言の賛同をオンライン署名
を活用して募集し、目標数を上回る
個人からの賛同が得られた。

■苦労した点
オンラインでよりわかりやすく効果
的に情報発信するために、どのよう
に広報ツールを改善すべきか検討に
時間を要した。

■工夫した点
情報発信がしやすくなるよう、広報
に関心のある学生インターンととも
に、ウェブページを改訂し、インスタ
グラムを開設した。
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